























































































































[M7.9 ] [M7.1 ] [M7.5 ] 
薬 u仁n2 27 か ま ど 26 原 油 4 
出 か ま ど 20 薬 ロEロI 17 薬 目回口 21 
火 、，ー ん ろ 9 工 場 炉 14 プロパン31fンべ 1 
原 ガ ス 6 家 庭 炉 10 油 鍋 1 
因 油 鍋 5 七 輪 7 風 呂 l 
割 漏 電 3 飛 火 7 
~ 倒壊・その他 34 風 呂 3 
[%] マ ツ チ 3 
不 明 10 





[M7.9 ] [M7.4 ] [M7.7 ] 
石油ストーブ 20 薬 ロ仁ロ3 3 原 油 l 
出 石炭ストーブ 8 電気関係 2 電子ライター 1 
火 石油こんろ 8 漏 電 2 マ ツ チ 1 
原 薬 ロ[:1ロ 4 再 燃 1 不 明 l 
因 電気関係 3 マ ツ チ l 
割 プロパンガス 2 可燃物落下 l 
~ 練炭こんろ l ガスタンク l 
[%] 重油バーナー l 煙 突 l 
不 明 3 










(1) (2) (3) (4) (5) 
黄リン 12 1 13 自然発火
ナトリウム 7 1 2 10 混触発火
リチウム l 混触発火
黄リンまたはナトリウム 3 3 自然発火または混触発火
過マンガン酸カリウムと有機物 l 1 混触発火
過酸化ソーダと有機物 1 1 混触発火
無水クロム酸と有機物 1 1 混触発火
生石灰と水 1 l 混触発火
揮発性物質の引火 14 1 2 17 引火
水素の引火 1 1 引火
セルロイドの引火 1 引火
酸化剤、強酸および揮発性物質 10 10 混触発火
酸化剤、強酸および有機物 1 l 混触発火
濃硝酸および木片 2 2 混触発火
強酸、アルカリおよび揮発性物質 4 4 混触発火
強酸、アルカリおよび脂肪油 混触発火
強酸、アルカリおよび床板 混触発火
強酸および揮発性物質 l l 混触発火
発煙硫酸および床板 1 1 混触発火
不詳(薬品であることは明らか) 6 5 1 3 2 17 混触発火の可能性大




計 割合[%](1) (2) (3) (4) (5) (6) 
大学・高専 20 1 8 29 30.1 
高 校 2 2 2.1 
中学校 2 2 4 4.2 
小学校 l 2 2.1 
研究所 21 1 l 2 1 26 27.4 
製造・販売(含薬局) 17 2 19 20.0 
病院・医院 2 2 2.1 
工 場 4 2 6 6.3 
軍関係 5 5 5.3 


































































































































完全 上 下 無し
0.5 > 1.1 1.3 1.2 1.3 
0.6 ~ 1.0 1.3 1.4 1.3 1.6 I 
1.1 ~ 1.5 1.3 1.4 1.4 1.7 
1.6 ~ 2.0 1.3 1.4 1.6 2.0 








ql = 1 
























Y2 = 0.59 x (6.3 x 10-4・hー0.22)










木板 Pタイル コンクリー ト
9 c m O O 37 
39 c m l O 79 
69 c m 2 2 100 
99 c m 6 9 100 
129 c m 14 18 100 










































A!， B!， C! :戸棚等が転倒したときの自然発
火性物質、引火性物質、混触によ
るそれぞれの出火危険性













F ← Noー混触発火の組合せあり!Yes 
出火危険性 (A)あり 出火危険性 (B)あり 出火危険性なし 出火危険性 (C)あり
図3-2 出火危険性判定フローシート































A3 = 1一{1- (1 -Y2) q3} W 














































































Y2. = 1ー (1-Y2・qz)t
60u > b > 60u/2の場合、容器が2本以上破損
するとき、出火の危険性が生ずると考えて、












B3 = r' Y3 
Y3についてはY2と同様に考えて、容器の段内破


















































































震度 名称 解 説 加速度ガル [cm/s2]
O 無感覚 人体に感じないで、地震計に記録される程度 0.8以下
I 微震 静止している人や、特に地震に注意深い人だけに感ずる程度の地震 0.8 -2.5 





















固有周期 1階 2階 3階 4階 5階 6階 7階 8階
2階 0.12 1.000 1.682 
3階 0.18 1.∞o 1.673 2.419 
4階 0.24 1.000 1.507 2.046 2.687 
5階 0.30 1.000 1.358 1.735 2.151 2.690 
8階 0.48 1.000 1.117 1.238 1.367 1.507 1.667 1.871 2.209 
各階の最大応答加速度を算出するものである。 面の応答加速度倍率を示した九例えば、表3-4
を参考にすると、 4階建ての建物の2階では、最大








































大学 高校 中学校 小学校 合計
郵送枚数 8 21 32 63 124 
返信枚数 2 2 7 13 24 

































学校 保総管量薬[g品] 総危量険物保[g管] 
危険物保管量内訳 [gJ
第1類 第2類 第3類 第4類 第5類 第6類
大 学 6，555，600 5， 632， 750/86 55，9001 1 7，500/0 2， 1501 0 5， 523， 000/84 6，2001。32，000/1 
高校 a 347，975 144，400/41 14， 1251 4 25/0 350/0 110，075/32 1，2251 0 19，0001 5 
高校 b 210， 562 73，500/35 10，350/ 5 10， 625/ 5 550/。 39，500119 12，500/ 6 
高校 c 267，175 109， 125141 17，500/ 7 7，675/ 3 2，650/ 1 73， 2501z7 50/0 8，000/3 
高校 d 240，450 103， 950/43 16，050/ 7 5， 150/ 2 1，225/ 1 73，500/30 25/0 8，000/ 3 
中学校 42，400 24，250157 2，275/ 5 5，875114 50/。 12， 3001z9 3，750/ 9 
中学校 46， 125 18，550140 2，025/ 4 4，525110 8，000/17 4，000/ 9 
中学校 37，950 17，475/46 2，875/ 8 4，000110 100/ 0 9，OOOlz4 1， 500/ 4 
中学校 49，525 29， 025/59 3，500/ 7 525/ 1 19，500/39 5，500/11 
小学校 63，050 32，550/52 1，025/ 2 5，525/ 9 24，500/39 1，500/ 2 
小学校 52， 850 12， 150/23 2，500/ 5 550/1 100/。 9，000/17 
小学校 40，400 l1，0251z7 1，000/ 2 3，500/日 25/。 3，500/ 9 3，000/ 71 
小学校 46，075 26， 275/57 525/1 1，525/ 3 25/0 18，200140 6，000113 
小学校 14，000 6，500146 1，000/ 7 4，OOOlz9 1， 500/11 
小学校f 12， 050 4，500137 1，000/ 8 3，5001z9 
小学校 20，000 7，000/38 500/3 6，500/33 500/3 







学校 保総管量薬[g品] 総危量険物保[g管] 
危険物保管量内訳 [gJ
第1類 第2類 第3類 第4類 第5類
大 学 6，555，600 5，600，750/85 55，900/ 1 7，500/ 0 2， 150/ 0 5， 523， 000/84 325/0 
高 校 266，540 107，837140 14，381/ 5 5，869/ 2 1， 1931 0 74， 194/28 325/。
中学校 4，000 2， 327/51 2， 669/ 6 3， 731/ 8 39/。 12， 2001z8 
小学校 37，800 13，981/37 693/2 1， 825/ 5 9，8381z6 
」
第6類













[g] [倍] 第1類 第2類 第3類 第4類 第5類 第6類
大 A子主ゐ 5，632，750 22.88 0.31/ 1 0.03/ 0 0.22/ 1 22.02/96 0.17/ 1 0.13/1 
高校 a 144，400 0.65 0.03/ 5 0.04/ 6 0.42/65 0.10115 0.06/ 9 
高校 b 735，00 0.20 0.02110 0.05125 0.01/ 5 0.08/40 0.04120 
高校 c 109， 125 0.46 0.07115 0.07115 0.07115 0.22/48 0.03/ 7 
高校 d 103，950 0.35 0.06117 0.05/14 0.03/百 O. 18/51 0.03/ 9 
中学校a 24，250 0.10 0.01110 0.03130 0.01110 0.04/40 0.01110 
中学校b 18，550 0.05 0.02/40 0.02/40 0.01120 
中学校c 17，475 O. 07 0.02129 0.01114 0.03/43 0.01/14 
中学校d 28，525 O. 10 0.01110 0.01110 0.06/60 0.02120 
小学校a 32，550 0.10 0.02120 0.07170 0.01110 
小学校b 12，150 0.05 0.01120 0.01120 0.01120 0.02/40 
小学校c 1， 025 0.03 0.01133 0.01133 0.01133 
小学校d 26，275 O. 08 0.01113 0.01113 O. 04/50 0.02125 
小学校e 6， 500 0.02 O. 01/50 0.01/50 
小学校f 4，500 O. 02 O. 01/50 O. 01/50 
小学校g 7，000 0.02 0.021100 






[g] [倍] 第1類 第2類 第3類 第4類 第5類 第6類
大 学 5，632，750 22.88 0.31/ 1 0.03/。 0.22/ 1 22.02/96 0.17/ 1 0.13/ 1 
高 校 107， 837 0.41 0.05112 0.04110 0.04110 O. 23/56 0.01/ 2 0.04110 
中学校 22，326 0.08 0.01113 0.02125 0.04/50 0.01113 






























20 80 2οo 
一一一+一一一+一一一=0.5 [倍]





























































設置が不十分な戸棚 戸棚等 容器落下 容器段内
戸棚a 棚b 戸棚c 転倒率[%] 破損率[%] 破損率[%]
高校 a 2/4 13 O O 1 0.0 0.0 4.0 
高校 b 3，4/4 8 O O 7 0.0 0.0 4.0 x 7 
高校 c 1/4 4 1 O 2 38.4 0.0 2.5，4.0 
高校 d 1/4 5 3 O O 30， 38.4x2 0.0 0.0 
中学校a 3/4 5 O O 2 0.0 0.0 4.0x2 
中学校b 2/2 1 O O l 0.0 0.0 4.0 
中学校c 2/4 2 2 O 2 37.1 x 2 0.0 4.0x2 
中学校d 2/3 l O O l 0.0 0.0 4.0 
中学校e 4/5 3 O O O 0.0 0.0 0.0 
中学校f 3/4 4 O O 1 0.0 0.0 4.0 
中学校g 3/4 3 O O 3 0.0 0.0 4.0 x3 
中学校h 2/3 l O O l 0.0 0.0 4.0 
小学校a 2/3 3 O O 1 0.0 0.0 4.0 
小学校b 1/3 2 O O O 0.0 0.0 0.0 
小学校c 1/3 1 O O O 0.0 0.0 0.0 
小学校d 4/4 4 O O O 0.0 0.0 0.0 
小学校e 2/3 2 O O 1 0.0 0.0 4.0 
小学校f 2/3 1 1 O 1 39.4 0.0 2.4 
小学校g 3/4 l O O O 0.0 0.0 0.0 
小学校h 2/3 3 O O 2 0.0 0.0 4.0x2 
小学校i 4/4 2 O O 1 0.0 0.0 4.0 
小学校j 2/3 2 O O O 0.0 0.0 0.0 
小学校k 2/4 l O O 1 0.0 0.0 4.0 
小学校l 2/3 2 l 1 1 39.4 5.0 1.0 

































設置が不十分な戸棚 戸棚等 容器落下 容器段内 出火危険性
戸棚a 棚b 戸棚c 転倒率[%] 破損率[%] 破損率[%]
研究室 1 1/8 1 1 O O 30.0 0.0 0.0 
研究室2 1/8 2 O O 0.0 0.0 0.0 
研究室3 2/8 5 O l 0.0 7.3 3.7 
研究室4 2/8 5 1 2 O 31.7 7.5，8.5 0.0 
研究室5 3/8 3 l O O 43.8 0.0 0.0 
研究室6 3/8 7 1 O O 38.5 0.0 0.0 
研究室7 4/8 1 O O l 0.0 0.0 4.0 
研究室8 4/8 2 O O O 0.0 0.0 0.0 
研究室9 4/8 2 1 O O 35.1 0.0 0.0 
研究室10 5/8 4 3 O O 37.0 x 3 0.0 0.0 
研究室11 5/8 4 O O O 0.0 0.0 0.0 
研究室12 2/2 5 O O 2 0.0 0.0 4.0 x 2 
研究室13 1/2 1 O O O 0.0 0.0 4.0 
研究室14 1/2 1 O O O 0.0 0.0 4.0 
研究室15 5/8 2 2 O 2 4.34 x 2 0.0 2.3 x 2 
研究室16 1/2 1 O O O 0.0 0.0 0.0 
研究室17 1/2 2 
研究室18 1/2 2 
研究室19 2/2 l O 53.8 0.0 1.9 
研究室20 1/2 1 
研究室21 1/2 1 O O 1 0.0 0.0 0.0 
研究室22 1/2 l 
研究室23 1/2 
研究室24 1/2 1 O O 1 0.0 0.0 0.0 
研究室25 6/8 l O O l 0.0 0.0 4.0 
研究室26 5/8 1 O O O 0.0 0.0 0.0 
研究室27 3/8 l l O 1 43.7 0.0 2.3 
研究室28 3/8 O O O 0.0 0.0 0.0 








































設置が不十分な戸棚等割合[%] 戸棚等 容器落下 容器段内 出火危険性
戸棚a 棚b 戸棚c 転倒率[%]破損率[%]破損率[%] [%] 
大 ナAミd与 61 22 6 17 8.7 0.4 0.5 2.5 
高 校 7.5 13 O 33 4.8 0.0 1.3 1.6 
中学校 2.5 10 O 50 3.7 0.0 2.2 2.9 




































6.3 X 10-4 X 937 -0.22 = 0.371 
イオウの容器落下率:
6.3 X 10-4 X 1172 -0.22 = 0.518 
出火危険性:










































0.585x (6.3x 1O-4x391 x 1.4-0.22) = 
0.073 
容器段内破損率:






































戸棚等転倒率:4.0 x 10-4 x 527 x 1.3 + 




































戸棚等転倒率:4.0 X 10-4 X 433 x 1.6 

































































研究室 保管薬品量 薬品容器本数 必要薬品量 必要容器本数 容器落下破損 火気使用率 出火危険性[m.e ] [本] [m.e ] [本]率 [%] [%] [%] 
部屋 a 6500 13 1080 3 10.1 1.0 13.7 
部屋 b 1500 3 1080 3 10.1 1.0 0.1 
部屋 c 5000 10 1080 3 10.1 1.0 7.2 
部屋 d 4500 9 1080 3 10.1 1.0 5.4 
部屋 e 9000 12 2160 3 21.2 1.0 56.6 
1080 2 0.3 





1080 3 0.3 
部屋 g 12000 12 2160 3 21.2 1.0 56.6 
1080 2 0.3 
部屋 h 1000 2 1080 3 21.2 0.3 0.0 
部屋 i 500 1 1080 3 21.2 0.3 0.0 
部屋 j 13500 13 1080 2 17.2 0.3 22.5 
部屋 k 1000 2 1080 3 17.2 1.0 0.0 
部屋 l 印。 1 1080 3 17.2 1.0 0.0 
部屋 m 2000 4 540 2 17.2 1.0 13.9 
部屋 n 4000 1080 1 17.2 1.0 17.2 
部屋 O 3000 6 1080 3 0.0 1.0 0.0 
部屋 p 1000 2 1080 3 0.0 1.0 0.0 
部屋 q 3000 6 1080 3 0.0 1.0 0.0 
部屋 r 1000 1 1080 1 13.5 1.0 0.0 
部屋 s 7500 15 1620 4 21.2 1.0 39.7 
部屋 t 1500 3 1080 3 10.1 0.3 0.0 








総量[倍] α 8 7 δ ε 
大 A子主J与弘 2.93 2.5 86.0 5.7 96.7 99.5 
化学・薬学系 2.31 1.8 53.7 9.0 94.5 97.5 
そ の 他 0.62 3.6 69.7 2.1 39.7 81.7 
高 校 0.41 1.6 12.8 一
中 学 校 0.08 2.9 7.5 
























































<=> U52 3 ~I O よ4 
毒EてE c 。qC'J CCB 2 ，、J
〈凶h 10 DIN 









地区 面 積 人 口 人口密度 ファクタ一地区
学校数密度 地区別出火危険性
[k m'J [人] [人/km'J 合計[ゆ] [φ/km'J [人・ φ/km']
本 庁 12.84 116400 
浅 )11 26.34 19900 
由 木 17.27 38200 
由木東 4.11 17600 
横 山 6.17 53400 
館 8.53 28200 
元八王子 12.81 51600 
恩 方 37.28 13400 
JI1 口 24.29 30300 
加 住 14.51 14000 
由 井 8.24 18500 
北 野 5.84 36000 
石 JI1 8.09 25300 




















9070 3.45 0.269 2440 
760 0.44 0.017 10 
2210 3.82 0.221 490 
4290 1.57 0.382 1640 
8660 0.72 0.117 1013 
3300 1.99 0.233 770 
4030 1.10 0.086 350 
360 0.42 0.011 O 
1250 0.84 0.035 40 
970 1.92 0.132 128 
2240 2.42 0.294 660 
6170 0.29 0.050 310 
3130 0.65 0.080 250 















































































































Key Words (キー ・ワー ド)
Earthquake (地震)， Risk of fire outbreak (出火危険性)， Safetv control (安全管理)， 
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チタン酸テトラプロパノール 0:000 _ : _ oop 0 
過酸化ナトリウム | j ， ! O j O 
テトラヒドロフラン 0:000 0:00 oooiQ 0 テレフタル酸ジエチル r........1 仁 、 OTO"o.... ..["....O.:.::r: 
デカボランマ~ 0000 ・ QQ:Q Q 
テキストロース 0000 QOQ Q 
3. 6. 9-トリアザー 1アミノウンデカノール 0000 000 0 
トリイソブチルアルミニウム 10 ム 0:000 ム沿ム o 0ム000 0 トリエタノールアミン 町 ....................--...-:- δ:0'0.0.. ..010..... .."[".....0.0.010.........0 
トリエチルアミン 0000 000 oOOQ 0 
トリエチルアルミニウム OPOO 0 OOOQ 0 
トリオキサン O~OO opO _ _OOQQ Q 
トリメチルアルミニウム 10 ム OiOOO /':，ム/':， 0 0ム0019 0 .トルエン ，........ ........~.......... ...."O:O"OO...OTO.O. ....O.O.OTO. .......0 
rドデカン ， 0:000 0:00 _ : _ oQQ・Q Q 
ナトリウム P O~QQ Q Q QQQ Q 
ナトリウムアマルガム ~ O~OO 0 Q QQQ Q 
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1.戸棚等の寸法 1.高さ一一一一_cm. 横一一一 cm
l戸概等の材質 1.金属 Z木製 3.その他[
il.戸棚等の種類 1.戸棚 2.棚 3.実験台に付属する戸棚 4薬品専用保管庫
Eその他[
IV.戸棚等の積み重ね状況 1.一段重ね 2.二段重ね 3.その他[
v.二段以上の場合の接合状況 1.棚どうし接合している Z接合していない
羽.戸棚等の設置状況 1.墜に接している 2.壁に接していない












化学薬品名 容器材質 容量 床からの
落下破損












V.当該部屋がある建物の構造 1.鉄筋コンクリー ト造り 2.鉄骨造り 3.木造
4.その他[
羽.加熱器具の取り扱い状況 1.取扱なし 2.ガスバーナー[一日あたりの平均使用時間:約 hJ 
3.アルコールランプ[一日あたりの平均使用時間:約 hJ 
4.ガス湯沸器[一日あたりの平均使用時間:約 h] 
5.その他一日あたりの平均使用時間:約 h J 




























































































































類別 ロEロI 名 性 質 指定数量
第一種酸化性固体 50 [kg] 
第1類 第二種酸化性固体 300 
第三種酸化性固体 1，000 
硫 イヒ り ん 100 [kg] 
赤 り ん 100 
硫 黄 100 
第2類 第一種可燃性固体 100 
鉄 粉 500 
第二種可燃性固体 50q 
号| 火 性 固 体 1，000 
カ ウ ム 10 [kg] 
ナ ト ウ ム 10 
アルキルアルミニウム 10 
アルキルリチウム 10 
第3類 第一種自然発火性物質 10 
及び禁水性物質





特 殊 号| 火 物 50 [fl] 
非水溶性液体 200 
第 一 石 油 類
水 溶 性 液 体 400 
アルコール類 400 
非水溶性液体 1，000 
一第4類 第 石 油 類
7.1< 溶 性 液 体 2，000 
非水溶性液体 2，000 
第 一 石 油 類
水 溶 性 液 体 4，000 
第 四 石 油 類 6，000 
動 植 物 油 類 10，000 
第一種自己反応性物質 10 [kg] 
第5類
第二種自己反応性物質 100 




































The Control System to Ensure the Safe Storage of Chemicals 
in Educational Institutions as a Countermeasure against Earthquakes 
: In the Hachioji Area 
Akio MASUDA'. Ryuji AKANUMA"， ToshiY1ホiHOBO'， Tomomichi ISHIKA W A¥ 
組 dMasaaki Y AMADA" 
* Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
* * Facu1ty of Technology， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban Studies， No.52， 1994 pp.143-182 
Most seismic damage resu1ts from fires breaking out after earthquakes. Fires originating in chemical 
spils and leakage make up a relatively high percentage of these， aswas the case following the Great 
Kanto Earthquake of 1923 (approximately 30% of al fires). In the majority of chemical f仕es，the fires 
start after the chemical containers kept in cupboards are shaken off the shelves to break on the floor. 
The chemicals may be inflammable and are subsequently ignited by experimental apparatus or electrical 
appliances， such as refrigerators， and so on. Some fires begin because the chemicals ignite on exposure 
to air or water， or because different chemica1s mix together in the spil to form compounds that 
spontaneously ig凶te.
This paper explains that the risk of chemical fire outbreak is classified according to the kinds of 
hazardous materials and conditions of storage etc. and is calcu1ated from research data. Measures to 
reduce the risk are studied on the basis of the resu1ts obtained. 
A survey into actual chemical storage practices was carried out among educational institutions in 
Hachioji， Tokyo. The resu1ts， evaluated from the data， and the mean risk of a chemical fire is as follows: 
University (Faculty of natural sciences) 1.0 (basis) ; Upper secondary school 0.13; Lower secondary school 
0.08; University (Facu1ties except natural sciences) 0.08; Elementary school 0.07. Consequently， ifwere 
to experience an earthquake equal to the intensity of the Great Kanto Earthquake， itis presumed that 
fires would break out in most universities having natural science faculties， On the basis of these results， 
we investigated measures to reduce the risks of chemical fires. 
